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シンポジウムの当日の「討論」の際
には多くの質問を頂戴いたしましたが、
時間にも限りがあり十分には消化がで
きませんでした。頂いた 24 の質問をす
べて並べますと以下のようなものです。
順序は整理をいたしましたが、文章は
頂いたものそのままです。参加してい
ただいた方々のそれぞれの大学環境の
中で、どのように自校教育を展開して
いくかという具体的な関心の高さが窺
われます。

（1）教員、職員と自校史教育 

・自校教育への事務職員の関わり方の
可能性について示されたい。
・教員、職員、に対する自校教育につ
いて、学生に対するそれとの違い等
について示されたい。
・大学で働く教職員に対しても自校史
教育の必要性を感じているが、どの
ように行うのが良いか、具体例やご
意見がありましたらご教示いただけ
れば幸いです。

（2） 大学アーカイヴスと自校（史）教
育 

・今回の事例はいずれも大学アーカイ
ヴスが主体となっているが、大学
アーカイヴスにとって自校教育は行
わなければならないことなのか。自
校教育と大学アーカイヴスの関係に
ついて。
・大学アーカイヴスがない大学ではど
こが主体となって自校教育を行うの

か。
・自校教育の担当者の確保の工夫、
アーカイヴスの存続の２点につい
て、学内世論作り等。
・大学史の展示施設について、授業の
一環としての利用実践、利用の可能
性についてお聞かせ下さい。
・自校教育としての授業の枠組みが中
心でしたが、それ以外の方法として
どのような方法があるのか、大学文
書館や資料センターの活用方法など
について教えてほしいと思います。
・自校史という名称はダメというご意
見があったが、自校史であろうが自
学史（自大学史）であろうが、それ
はどうでもよいことのように思いま
すが、いかがでしょうか？また、自
校史という名称にしてもポイントは
「校」ではなくて「自」にあるよう
に思います。さらに、自校史として
おくと、大学だけではなく、小学
校、中学、高校すべての教育機関の
自分史を含むことが出来、自校史教
育そのものの幅が拡がり、多様な教
育機関の間で問題や情報を共有する
ことが可能となります。とりわけ、
中学や高校をもち、いわゆる一貫教
育を行っている立教やその他の私学
の大学にとっても、自校史と呼ぶ方
が適切といってよいのではないで
しょうか。
・自校教育と自校史教育の関係はどう
あるべきなのか。自校史教育は自校
教育の一部として位置づけられるの
か。両者の関係を理論的（学問的）
に追求する作業はどの程度まで進ん

「討論に寄せられた質問について」

 山田　裕二
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でいるのか。
・自校教育で論文を書く方が増えま
しょう。英語表記を教えてくださ
い。

（3） 授業への動機付け、シラバス、授
業内容、目標、成績評価、質の保
証

・必修とする自校教育が増えていま
す。動機づけの工夫はありますで
しょうか。
・各科目のシラバスに、当該科目を受
講しての学生の「到達目標」を書か
れていることと思います。どのよう
なことを到達目標として掲げておら
れますか。
・科目の授業方法ですが、教員による
講義が主流なのでしょうか？ 又は、
学生にグループ学習をさせたり、
ディスカッションを行うなど「学生
参加型授業（という形態）をしてお
られることはありますか？もしあ
ればその時の学生の反応や（教員が
狙いとしている）理解度はいかがで
しょうか？
・「自校教育」と言いながら内容が歴
史に偏っている。
・４年間、自校の授業を担当しており
ますが、1990年代以降の一連の大学
改革（特にカリキュラム）について
説明をしようと思いながら、うまく
できず困っております。このテーマ
について授業でどのように扱ってい
るか教えてほしいと思います。
・自校教育で取り上げる大学の歴史に
ついて：自校教育の中でその歴史を
取り上げることは学生にとって大き
なインパクトがあると思うのです
が、歴史以外に特に学生が集中して
聴講した内容があればお聞かせくだ
さい。
・教育の成果、質の保証が求められて

います。自校教育のせいか、質の保
証をどこに求めればよいでしょう。
・成績評価の基準は何でしょう。
・本日の事例報告は、いずれも旧帝国
大学とそれに準ずる国立大学、およ
び歴史と伝統のある名門私立大学の
ものであったが、これら以外の大学
（戦後に新制大学として発足した国
立大学や高度成長期以降に設立され
た私立大学など）の事例はどのよう
なものであろう。

（4）学生のアイデンティティ 

・学生は大学へのアイデンティティで
悩んでいない（自分のアイデンティ
ティは悩んでいるが、、、）と言わ
れたが、それは京大や東北大の学生
なので、大学への帰属意識の醸成が
必要ないのであって、不本意入学の
多い大学もかなりあります。そうい
う意味では、大学によっては自分の
大学に誇りを持てるようになるため
の自校教育は必要であると思います
がいかがでしょうか。
・東北大学以外の国立大学において
も、学生が私学と違い自校のアイデ
ンティティに迷っていないという傾
向はあるのでしょうか。
・自身のアイデンティティについて悩
む現代の学生に対し、自校教育を通
じて何か示唆を与えられるのか。
・自校教育は歴史を学ぶ手段か、学生
のアイデンティティに寄与するため
のものなのか、についてご意見をお
願いいたします。自校教育は「だ
れ」がおこなうのか、「到達点・
ゴール」は何かを伺いたい。

これらの質問について、独断的な整
理で恐縮ですが、内容はおおよそ以下
の 4項目に集約されるように思います。
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（1） 自校教育への事務職員の関わりの
可能性や、教員・職員・高校生な
ど学生以外に対する「自校教育」
について

（2） 授業以外での自校教育、グループ
学習、大学文書館、資料センター
の活用方法など、授業以外での自
校教育について、また自校史以外
の自校教育について

（3） 大学アーカイヴスと自校史教育の
関係、大学アーカイヴス設置や存
続のための学内世論の形成につい
て

（4） 不本意入学などが多い大学、また
歴史の浅い私立や地方国公立大学
での自校教育のあり方について

シンポジウムで登壇して頂いた先生
方には、あくまでの御自身の実践例の
報告という形でのお話をお願いしてお
ります。他大学の事柄について積極的
にコメントをする立場にいらっしゃら
ないことを承知の上で、上に集約いた
しました4項目について、自由なご意見、
コメント、サジェスチョンなどをお願
いいたしました。御回答を頂いた各先
生方には重ねて御礼を申し挙げるとと
もに、「討論の続き」として各先生方か
ら頂いたコメントを掲載させていただ
きたいと存じます。また、羽田先生よ
り「アイデンティティの形成としての
自校史教育と歴史教育としての自校史
教育̶討論に触発されて̶」のタイト
ルで別に校を頂きましたので、この「討
論に寄せられた質問について」の前に
掲載をさせていただいております。

【質問項目へ各先生方からのコメント】

（1） 自校教育への事務職員の関わりの
可能性や、教員・職員・高校生な
ど学生以外に対する「自校教育」
について

折田先生： 九大では、以前から散発的
に新人職員研修に際して、
「九州大学の歴史」の概論を
お話しておりましたが、平
成 20（2008）年 4 月には新
採用職員研修オリエンテー
リングの一環として、「大学
文書館で歴史に触れよう」
を行いました。来年度も既
に本年同様、「九大の歴史に
触れる」というテーマで一
コマの講義を行う予定です。
高校生等に対しては、「出前
講義」や学内見学に来学し
た小・中学生、市民の方々
に専任教員が案内・説明・
講義等を実施し、また同窓
生・父兄に対しても、ホー
ムカミングや創立記念日、
同窓会等で講演・展示会を
開催しています。特に同窓
生・父兄への講演等は、「事
例報告」でも述べましたよ
うに、創立百周年を 2 年後
に控えていますので需要も
多く、大学文書館としては
積極的に対応しているとこ
ろです。

別府先生： （1）事務職員の関わりの可
能性については、講座の出
席やなかには専門的な知識
を持っている人もいるので、
そういう人には授業を持っ
てもらっている。

　　　　　 （2）学生以外に対する「自
大学史教育」についてはリ
バティ・アカデミーで実施
している。

山口先生： この質問（1）の後半部分の
趣旨を「自校教育を一般市
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民に対して行うことについ
て」という意味で理解する
ならば、教養教育の観点か
ら考察するという今回のシ
ンポジウムのテーマから外
れた質問であると思います。
しかし、単位認定を前提と
する教養教育としてではな
く、公開講座的な位置づけ
で「自校教育」の内容が一
般市民などに提供されるこ
とは地域貢献あるいは大学
広報活動として十分に成り
立つように思います。

豊田先生： この点については、いずれ
も立教大学の「自校史教育」
においては実現しておりま
せんので、参考となるよう
なコメントをするのは、正
直難しいです。

　　　　　 　ただし、個人的には、事
務職員が教育に関わるとい
うのは、非常におもしろい
のではないかと思いますし、
さまざまな可能性があると
思います。例えば、比較的
近い時期の問題については、
歴史的に評価することが難
しい場合もあります。そう
した問題については、当事
者である事務職員の方に直
接話しをしていただく、と
いうような方法も考えられ
るのではないでしょうか。

　　　　　 　また、学生以外に対する
「自校教育」も、学生に対す
るそれと同様の効果が期待
できるのではないでしょう
か。

（山田）自校教育またはその他の授業に、
事務の方が授業をする主体として積極

的に関わることはいくつかの大学です
でに実践されているようですし、私個
人としても賛成するところです。自校
史教育ではなく、まさに自校教育の部
分での貢献も大きいと思います。立教
大学での例を挙げますと、全学共通カ
リキュラムの総合科目として「仕事と
人生」というキャリア関連科目にキャ
リアセンターの職員が参加し、「信じる
こと生きること」という科目ではチャ
プレン（牧師）や学生相談所のカウン
セラーも授業をする側として参加して
います。意欲と問題意識を持つ方に参
加してもらうことは、職員の大学への
関わり方の意識に対しても影響をもつ
のではないかと思います。ただ、受講
する学生、特に 1、2年生にとっては「授
業をしている人は皆先生」という受け
止め方をしているようで、大学側の授
業を運営する姿勢としてはなかなか伝
わらないようです。
　大学がその運営姿勢、教育に対する
姿勢の変化を求められつつある情勢の
中、教員・職員に対してその姿勢を「解
説・説明・教育すること」はその必要
性を増してきているように感じます。
その内容は「自校教育」のみならず、「大
学の社会での役割」、「カリキュラムや
個々の授業の運営姿勢・方針」などに
ついても必要ではないでしょうか。大
学の活性化に向けてやらねばならない
ことはたくさんありますが、同時に通
常業務も増えつつある中で、どれだけ
のことをするかは普遍的な課題でもあ
るように感じています。立教大学では、
新任の教員に対しては、まだ若干の「お
話」がある程度です。

（2） 授業以外での自校教育、グループ
学習、大学文書館、資料センター
の活用方法など、授業以外での自
校教育について、また自校史以外
の自校教育について
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折田先生： 大学文書館が職員・同窓生
等に向けていくつかの活動
を行っていることは、上記
（1）でお答えした通りです。
また、自校史教育以外の自
校教育については、「事例報
告」で少しふれましたよう
に「伊都キャンパスを科学
する」（総合科目）の中で、「九
州大学史と新キャンパス」
を分担しています。

別府先生： 博物館の中に明治大学史の
コーナーを設置し、誰でも
無料でみられるようにして
います。

西山先生： 大学アーカイヴズ（大学文
書館）は、親組織の大学の
組織運営・変遷に関わる資
料を集めることを中心的な
業務としていますから、「自
校史教育」の素材を提供す
る場としては最適であると
言えます。また、自校の歴
史に関する展示などを開催
している場合もありますの
で、教育の場としても有効
であると考えます。

山口先生： 単位認定を前提とする教養
教育としてではなく、公開
講座的な位置づけで「自校
教育」の内容が一般市民な
どに提供されることは地域
貢献あるいは大学広報活動
として十分に成り立つよう
に思います。

豊田先生： 立教学院史資料センターに
おいては、他の授業に情報
や資料を提供しているとい

う事例があります。例えば、
英語を担当されている先生
が、自身の授業における教
材開発のために、池袋キャ
ンパスのレンガ校舎や校舎
にからまるツタに関する調
査で利用されています。ま
た、ある授業では、グルー
プ学習の課題の中に、立教
大学の歴史にかかわるよう
なテーマが含まれていたこ
とがあったため、その課題
に取り組んだ学生が、セン
ターを利用しているような
ことがあります。

　　　　　 　資料センター自体が提供
する授業以外にも、その資
源を活用する方法は、上記
のように、いろいろと考え
られるのではないでしょう
か。

（山田）東北大や京大のように「自校の
歴史に関する展示」を積極的に公開し
ている大学も多いと思います。名古屋
大学でも大学文書資料室ではありませ
んが、青色発光ダイオードの開発に大
きく貢献のあった赤崎勇先生の記念館
が常設展示をしています。早稲田大学 
坪内博士記念演劇博物館などもあり、
国土交通省も「大学観光資源」として
データベース（http://www.mlit.go.jp/
sogoseisaku/kanko/daigaku/、http://
www.weblio.jp/category/culture/dgksi 
2009 年 3 月現在）を作成しているよう
ですから、「自校教育」という視点以上
に大学に蓄積されているものを公開し
ていく作業は重要度を増していて、大
学内で感じている以上に世の中では関
心を持って見ているのかもしれません。
立教大学ではキャンパスの狭隘さもあ
り常設展示には至らない状況です。
大学文書館や資料センターが授業ま
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たはそれ以外で教育に関わること、そ
して山口先生がご指摘されているとお
り、「公開講座」などを展開する活動も
大切になってきますし、十分に実現可
能な範囲にあることなのであると思い
ます。
今回のシンポジウムの射程の範囲で
はありませんが、「自校教育」に関して
議論をする際には「正課」の授業のみ
ならず「正課外」の
・ 就職に関する活動、キャリア教育を
通しての「就職部」「キャリアセン
ター」
・図書館
・ 体育会やサークル活動、奨学金、「学
生部」

などはまさに「自校教育」の視点から
中心的な役割を日常的に大きく担って
いることは忘れてはいけないと自戒し
ています。

（3） 大学アーカイヴスと自校史教育の
関係、大学アーカイヴス設置や存
続のための学内世論の形成につい
て

折田先生： 九大では「九州大学の歴史」
「大学とはなにか」の両科目
とも、大学アーカイヴズ（現
大学文書館、発足当時は大
学史料室）が中心となって
始めましたので、最初から
アーカイヴスと自校史教育
の関係は密接でした。また、
以下の点は前回の講演でも
ふれさせていただきました
が、自校史研究は当然歴史
研究ですから、先ずはきち
んとした「史料」に基づい
た研究、そして授業が行わ
れなくてはなりません。そ
の「史料」を一番大量にか
つ系統的に収集・保存して

いるところが大学アーカイ
ヴスです。私は自校「史」
教育の実施主体としては大
学アーカイヴスが一番相応
しいと思っていますが、そ
れは以上のような考え方に
よるものです。

　　　　　 　次に「大学アーカイヴス
設置や存続のための学内世
論の形成について」ですが、
九大は実はこの点に多くの
力を割いてきたように思い
ます。潰されたら何にもな
りませんから（何よりも大
切な史資料＝文化遺産が散
逸・廃棄されてしまう）。教
職員のポストや予算、建物
（部屋）の確保等には、常に
細心の注意を払いながら活
動してきたつもりです。そ
れからマスコミへの応対（コ
メント等）、学内広報誌への
投稿等も勿論重要ですが、
「事例報告」でも申しました
ように、やはり教科書『大
学とはなにか̶九州大学に
学ぶ人々へ̶』の製作は、
色々な面で学内世論の形成
に役立ちました。研究会を
通じて執筆者同士の意思疎
通がはかられましたし、当
時の総長は「刊行によせて」
を書かれ、学内外に向けて
宣伝もして貰いました。そ
の意味で九大の場合、新し
い教科書作りが今後の課題
ですが、大学文書館内に「百
年史編集室」が設置された
ことは大きな励みになりま
す。何と言いましても、『年
史』が自校史教育・自校教
育の最も基本的な「教材」
だと思うからです。
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別府先生： 大切なことであるので、機
会あるごとに学内誌などで
周知させるようにしていま
す。Mスタイルや明治大学
広報などに書くのもその一
環と思っています。

山口先生： 基本的に、自校史教育（あ
るいは自校教育）は、大学
アーカイヴス機能をもつ組
織こそが最も適切に実施ま
たはコーディネートできる
教養科目であると考えてい
ます。大学アーカイヴスの
設置や存続のために有効な
手だては、事例報告の際に
も述べたように、アーカイ
ヴス活動に対する「直接感
染」的な機会を提供するこ
とだと考えています。

豊田先生： 自校史教育を展開するには、
大学アーカイヴズの存在は
不可欠だと思います。他の
研究分野とは違い、自校史
に関する資料や研究成果は、
大学自身が意図的に取り組
まなければ、なかなか進展
するものでもないでしょう。
したがって、自校史教育の
質も、こうした取り組みに
よって、大きく左右される
と思われます。

　　　　　 　とはいえ、アーカイヴズ
セクションを立ち上げ、維
持していくということは、
現在の日本の大学の現状で
はなかなか厳しいのも事実
だと思います。そのため、
立教学院史資料センターに
おいては、アーカイヴズの
根幹の業務である、資料の

収集・整理・保存と平行して、
できるだけ学内外にその存
在意義と活動を認知・理解
してもらえるよう、研究業
務にも力を入れ、可能な限
りその成果を発表するよう
取り組んでいます。

（山田）いろいろな大学での事例を伺っ
ていて、「大学アーカイヴス」や「資料
センター」が設置されているならば、
そこが「自校教育」について大きな役
割を果たすだけの原動力の一つとなる
ことは確かであるように思います。た
だ、いろいろな方からの質問にもあり
ますように「自校教育」イコール「自
校史教育」ではありません。立教大学
でも自校史教育の初めは寺﨑先生の「大
学論を読む」という科目であって、そ
の科目からどのように自校教育へと発
展していったかは、寺﨑先生の御自身
の体験も交えて大変に興味深い記述が
あります（『大学改革̶その先を読む』
寺﨑昌男 著 東信堂 2007年 62頁）。アー
カイヴスが大学になくとも、問題意識
を持っている教員がいらっしゃれば、
その方の立場から、大学の今について
語り始めれば、それがどのような解で
あっても自校教育となっていくのでは
ないでしょうか。

（4） 不本意入学などが多い大学、また
歴史の浅い私立や地方国公立大学
での自校教育のあり方について

別府先生： 本学は、歴史は古いのですが、
不本意入学はあります。自
分の大学の長所を、事実を
もって教授し、心の居場所
があるように対応していま
す。

西山先生： 質問 4 に関しては、当日の
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報告あるいは授業探訪の中
でも少し述べていますよう
に、私自身は「自校」の歴
史に固執した授業が絶対に
必要であるとは考えません。
もう少し範囲を広く取って、
それぞれの時代の大学生た
ちがどのように生きたのか、
その時日本の大学はどのよ
うであったのか、を示す形
で授業を展開されればいか
がでしょうか。

山口先生： 理想論的なコメントになる
ことを恐れずに述べると、
「不本意入学者」に対してこ
そ自校教育を通じて自らが
所属する大学の現状とその
経緯（歴史）を伝えること
が求められると思います。
その際、当該大学の歴史の
長短や設置形態（国公立の
別や所在地）はそれほど重
要な条件ではないと考えま
す。その意味では、シンポ
ジウム当日に紹介された事
例のみならず、その他多数
の事例から取り組みやすい
自校教育のスタイルを選択
して「試行錯誤」を重ねる
ことが最も有効な手だてで
あると考えます。

豊田先生： 自校史教育は、不本意入学
などが多いほど、その効果
を発揮するのではないで
しょうか。また、歴史が浅
い場合などは、シンポジウ
ム中でも言及があったよう
に、歴史にこだわる必要は
ないのでしょう。それぞれ
の大学がもっている資源に
あわせた、自校教育の展開

がなされるべきではないで
しょうか。

（山田）不本意入学に対応するには多角
的な視点と「少し長めの時間」が必要
であるように感じています。「自校教育」
の実施も対応の一つではあると思いま
すが、それは対応の一側面であって、「教
員との人間関係」「同級生、先輩（後輩）
との関係」が普段の生活でどのように
形成されていくかも大切であるように
思います。質問（2）の部分でのことの
繰り返しにもなりますが、大学生活で
の「正課外」の部分の役割を看過して
はいけないであると考えています。

今回のシンポジウムでは、自校（史）
教育の実践校として前回 2005 年のシン
ポジウムとの関連性も保ちながら立教
の他、九州大学、明治大学、京都大学、
名古屋大学、東北大学の各先生方に御
経験からの事例報告という形でお話を
お願いいたしました。いろいろな方か
らの質問の中に、「自分の大学と環境
が違うが、その違う環境の中ではどの
ようにすればよいのか？」との趣旨の
質問を頂きました。この質問に正面か
ら答えることは難しそうです。授業は
その教室にいる学生に対して、その眼
の前の学生に向けて行われるのですか
ら、今そこにある環境や文化に積極的
に関わって適応していかなければなり
ません。そのような授業の事例報告で
すから、「この大学ではそのような形の
授業となるのかぁ」という様に理解し
て頂く方が良いのではないかと思いま
す。同じ内容を伝えようとしても、環
境が異なればまた違った形の授業とな
るのではないでしょうか。授業と教育
に一般論はないようです。既に自校（史）
教育を行っているところでも、常に新
たな教材と試みを探しています。今回
のシンポジウムに参加して頂いた全員



67

の方の求めに応えることは到底できま
せんでしたが、今後、新たな授業展開
の事例などがあれば、情報を交換させ
ていただく機会を是非とも持たせてい
ただきたいと考えております。

やまだ　ゆうじ
（本学理学部専任講師・

全カリ総合教育科目担当部会長）




